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Abstract
The present study explored the relationships among inferiority feelings, apprehensions 
about makeup risk, and mood states immediately after makeup application in female 
undergraduates. The Inferiority-Feelings Scale (Kosaka, 2008b; revised by the authors), the 
Apprehensions-About-Makeup-Risk Scale (Itagaki & Moroi, 2011), and the Mood-States-
Immediately-After-Makeup Scale (Ogawa et al., 2000; revised by the authors) were administered 
to female undergraduates (N=200). Through the factor analyses (maximum likelihood method, 
promax rotations), eight factors for the Inferiority-Feelings Scale, five factors for the 
Apprehensions-About-Makeup-Risk Scale, and two factors for the Mood-States-Immediately-
After-Makeup Scale were extracted, severally. Assuming latent variables induced on those 
results, a covariance structure analysis (Amos 25.0.0 ) was executed. Interestingly, 
apprehensions about makeup risk intensified positive mood states immediately after makeup 
application.
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［化粧 _大学］ 1. ほとんど化粧をしない 4 3 2 1 10
2. どちらかといえば化粧をしない 0 1 1 4 6
3. どちらかといえば化粧をする 0 1 16 36 53
4. 必ず化粧をする 0 0 4 127 131






comp_c_1 スポーツが苦手な自分 運 .95
comp_a_1 運動神経が鈍い自分 運 .94
comp_b_1 運動オンチな自分 運 .93
comp_e_1 走るのが遅い自分 運 .75
comp_d_1 運動がなかなかうまくならない自分 運 .71
〔Ⅱ. 異性関係形成不全〕
comp_c_3 異性と仲良くなれない自分 異 .93
comp_b_3 異性にうまく声をかけられない自分 異 .89
comp_a_3 異性とのつきあいが苦手な自分 異 .89
comp_d_3 異性と話すのが苦手な自分 異 .82
comp_e_3 異性と親密な関係をつくれない自分 異 .76
〔Ⅲ. 学業能力不全〕
comp_e_2 勉強ができない自分 学 .89
comp_c_2 学力が低い自分 学 .83
comp_a_2 成績が悪い自分 学 .81
comp_b_2 頭がよくない自分 学 .79
comp_d_2 試験の結果がよくない自分 学 .74
〔Ⅳ. 友だち関係形成不全〕
comp_d_6 友だちづきあいが下手な自分 友 .83
comp_a_6 仲のよい友人がつくれない自分 友 .81
comp_e_6 うまく人間関係がつくれない自分 友 .75
comp_c_6 うまく友だちと話せない自分 友 .71
comp_b_6 友だちグループにうまく入れない自分 友 .65
当該因子負荷量
〔Ⅴ. 統率力不全〕
comp_b_7 人に指示が出せない自分 統 .86
comp_a_7 リーダーシップがない自分 統 .84
comp_c_7 グループをまとめられない自分 統 .80
comp_e_7 消極的な自分 統 .56
comp_d_7 自分の意見がはっきり言えない自分 統 .50
〔Ⅵ. 身体的魅力不全〕
comp_a_8 スタイルがよくない自分 身 .76
comp_b_8 太っている（やせている）自分 身 .75
comp_c_8 顔が丸い（細い）自分 身 .53
〔Ⅶ. 性格不全〕
comp_c_5 いじわるな自分 性 .93
comp_a_5 悪口を言ってしまう自分 性 .54
comp_d_5 人を思いやることができない自分 性 .44
〔Ⅷ. 家庭環境不全〕
comp_b_4 親の学歴がよくない自分 家 .62
comp_d_4 家の仕事を自慢できない自分 家 .61
comp_c_4 家があまり裕福でない自分 家 .59
comp_e_4 家庭環境がよくない自分 家 .50
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ
［因子相関］ Ⅰ ** .22 .41 .15 .23 .30 .03 .14
Ⅱ ** .25 .44 .39 .29 .13 .14
Ⅲ ** .29 .41 .36 .21 .23
Ⅳ ** .53 .19 .33 .28
Ⅴ ** .34 .16 .21























cos_ris_b_5 大胆すぎるのではないか。 残 .89
cos_ris_b_4 すぐ流行遅れになってしまうのではないか。 自 .77
cos_ris_a_7 個性を発揮することができないのではないか。 残 .52
cos_ris_b_8 化粧をしていく場所にふさわしくないのではないか。 規 .52
cos_ris_b_3 手持ちの服と組み合わせにくいのではないか。 流 .48
cos_ris_d_1 分不相応なのではないか。 規 .45
〔Ⅱ. 釣り合い懸念〕
cos_ris_c_4 全体のフィーリングが悪くなるのではないか。 残 .88
cos_ris_c_5 野暮ったく見えるのではないか。 見 .68
cos_ris_c_2 自分の地位や立場にふさわしくないのではないか。 規 .67
cos_ris_c_1 顔立ちが悪く見えるのではないか。 規 .63
cos_ris_c_3 実用性に欠けるのではないか。 残 .61
〔Ⅲ. 化粧くずれ懸念〕
cos_ris_a_5 化粧くずれが，しやすいのではないか。 く .93
cos_ris_b_6 化粧くずれが，目立ちやすいのではないか。 く .90
cos_ris_b_2 汗で化粧くずれしやすいのではないか。 く .80
cos_ris_c_8 すぐに化粧直しをしないといけないのではないか。 く .50
当該因子負荷量
〔Ⅳ. 自己顕示懸念〕
cos_ris_a_4 人から変な目でみられるのではないか。 自 .89
cos_ris_a_2 自分を引き立てることができないのではないか。 自 .63
cos_ris_a_8 趣味やセンスが悪いと思われるのではないか。 自 .58
cos_ris_a_1 愚かに思われるのではないか。 残 .57
cos_ris_a_3 流行に鈍感だと思われるのではないか。 自 .49
〔Ⅴ. 効果持続性懸念〕
cos_ris_d_2 それだけのお金をかける値打ちがないのではないか。 規 .63
cos_ris_b_7 化粧した後で後悔するのではないか。 規 .61
cos_ris_c_7 肌触りが悪くなるのではないか。 見 .50
cos_ris_d_7 顔つきに，合わなくなるのではないか。 見 .46
cos_ris_d_5 すぐ，あきがくるのではないか。 流 .41
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ
［因子相関］ Ⅰ ** .54 .43 .59 .52
Ⅱ ** .30 .52 .55









affec_a_9 充実した 肯 .89
affec_a_5 楽しい 肯 .82
affec_a_8 やる気に満ちた 肯 .82
affec_c_3 元気な 肯 .72
affec_a_4 快調な 肯 .69
affec_b_4 陽気な 肯 .65
affec_a_1 活気のある 肯 .65
affec_b_8 愉快な 肯 .46
当該因子負荷量
〔Ⅱ. 安静状態〕
affec_c_6 静かな 安 .80
affec_b_6 のどかな 安 .73
affec_a_3 ゆっくりした 安 .72
affec_a_7 ゆったりした 安 .70
affec_c_5 くつろいだ 安 .70
affec_c_1 のんきな 安 .63
affec_c_2 平静な 安 .60































平均値 標準偏差 （a） （b） （c）
〔劣等感（N =200）〕
Ⅰ. 運動能力不全 2.43 bcde 0.93 α =.94 .77～ .90 0.96，p=.001
Ⅱ. 異性関係形成不全 2.46 cd 0.83 α =.93 .75～ .89 0.11，p=.001
Ⅲ. 学業能力不全 2.63 bc 0.74 α =.92 .75～ .81 0.10，p=.001
Ⅳ. 友だち関係形成不全 2.33 dg 0.74 α =.89 .66～ .79 0.12，p=.001
Ⅴ. 統率力不全 2.66 b 0.76 α =.88 .63～ .75 0.08，p=.004
Ⅵ. 身体的魅力不全 3.03 a 0.75 α =.73 .46～ .61 0.12，p=.001
Ⅶ. 性格不全 2.38 df 0.65 α =.70 .46～ .64 0.12，p=.001
Ⅷ. 家庭環境不全 1.77 h 0.58 α =.68 .44～ .50 0.11，p=.001
［反復測定分散分析］　　F（3.12，608.15）=89.27*，p=.001
〔化粧リスク懸念（N =196）〕
Ⅰ. 化粧規範からの逸脱懸念 1.85 c 0.65 α =.88 .63～ .79 0.10，p=.001
Ⅱ. 釣り合い懸念 1.96 bc 0.72 α =.89 .70～ .83 0.13，p=.001
Ⅲ. 化粧くずれ懸念 2.66 a 0.81 α =.87 .59～ .83 0.12，p=.001
Ⅳ. 自己顕示懸念 1.99 b 0.74 α =.86 .56～ .81 0.11，p=.001
Ⅴ. 効果持続性懸念 1.95 bc 0.63 α =.78 .47～ .64 0.12，p=.001
［反復測定分散分析］　　F（2.32，575.59）=81.88*，p=.001
〔化粧後の感情（N =196）〕
Ⅰ. 肯定的感情 2.76 0.71 α =.90 .54～ .76 0.12，p=.001




























Ⅳ _友だち関係形成不全 1.03 -.13
Ⅴ _ 統率力不全 .50 .34
Ⅱ _ 異性関係形成不全 .37 .26
Ⅶ _ 性格不全 .36 .13
Ⅷ _ 家庭環境不全 .19 .14
Ⅲ _ 学業能力不全 .15 .64
Ⅰ _ 運動能力不全 .03 .54
Ⅵ _ 身体的魅力不全 .06 .49





x1 x2 x3 x4 x5 x6 x7 x8 y1 y2 y3 y4 y5 z1 z2
Ⅰ. 運動能力不全 x1 *** .20 b .45 a .17 c .26 a .28 a .11 .15 c .25 a .12 .23 a .24 a .24 a -.08 .10
Ⅱ. 異性関係形成不全 x2 *** .27 a .42 a .43 a .29 a .19 b .14 c .28 a .23 a .16 c .27 a .30 a -.13 .15 c
Ⅲ. 学業能力不全 x3 *** .31 a .43 a .32 a .29 a .16 c .24 a .22 b .19 b .29 a .33 a -.20 b -.02
Ⅳ. 友だち関係形成不全 x4 *** .56 a .18 b .41 a .23 a .11 .14 c .02 .15 c .16 c -.18 c .01
Ⅴ. 統率力不全 x5 *** .33 a .24 a .14 .24 a .28 a .16 c .36 a .28 a -.14 c .15 c
Ⅵ. 身体的魅力不全 x6 *** .16 c .13 .18 c .17 c .27 a .21 b .32 a .05 .17 c
Ⅶ. 性格不全 x7 *** .21 b .13 .14 c .07 .13 .19 b -.15 c -.02
Ⅷ. 家庭環境不全 x8 *** .18 c .05 .04 .15 c .16 b -.05 .05
Ⅰ. 化粧規範からの逸脱懸念 y1 *** .66 a .47 a .72 a .61 a .22 b .37 a
Ⅱ. 釣り合い懸念 y2 *** .34 a .59 a .62 a .12 .29 a
Ⅲ. 化粧くずれ懸念 y3 *** .39 a .52 a .20 b .22 b
Ⅳ. 自己顕示懸念 y4 *** .54 a .20 b .39 a
Ⅴ. 効果持続性懸念 y5 *** . .19 b
Ⅰ. 肯定的感情 z1 *** .47 a
Ⅱ. 安静状態 z2 ***
N=196





















































矢印: 標準化パス係数[*以外すべてp<.001; *p<.05  ] 
適合度: Χ 2 (69) =150.61, p =.001, GFI =.91; AGFI =.86; RMSEA=.08
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Statistics version25 for Windows と
Amos25.0.0 for Windowsを利用した。
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affec_a_1 活気のある affec_b_2 平穏な
affec_a_3 ゆっくりした affec_b_4 陽気な
affec_a_4 快調な affec_b_6 のどかな
affec_a_5 楽しい affec_b_8 愉快な
affec_a_7 ゆったりした affec_c_1 のんきな
affec_a_8 やる気に満ちた affec_c_2 平静な
affec_a_9 充実した affec_c_3 元気な
affec_c_5 くつろいだ
affec_c_6 静かな
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